日本聖公会中部教区財産管理取扱要領

（教区財産の管理）

第1条 宗教法人日本聖公会中部教区（以下「教区」という）の基本財産の管理保全については、宗教法人日本聖公会中部教区規則（以下「規則」という）の規定により、日本聖公会中部教区会（以下「教区会」という）に責任があるものとする。

　　２　教区財産は、日本聖公会中部教区責任役員会（常置委員会）において総括管理をする。

　　３　各教会・礼拝堂の教区財産の具体的な管理保全・運用については、各教会・礼拝堂の教会委員会において管理をする。

（財産の定義）

第2条 基本財産とは、教区及び各教会・礼拝堂に所在する教区の所有する財産中、教区会の議を経て、基本財産として編入された不動産及び他の財産をいう。

　　２　基本財産以外の財産は、普通財産、あるいは特別財産とする。

（総務局の職務）

第3条 第２条に挙げる教区財産の管理保全については、総務局が担当する。
（各教会・礼拝堂の教区財産管理保全・運用）

第4条 各教会・礼拝堂の牧師及び管理牧師は、教会委員と共に教区財産の善良なる使用者として、当該教会・礼拝堂に所在する教区財産の管理保全・運用に必要な下記の事務を取り扱うものとする。

一、財産の管理保全・運用に必要とされる事務をする。

二、財産の現状に変更が生じた場合の通告をする。

三、財産の取得、処分に関する事前の調査・報告をする。

四、財産の損害の調査・報告をする。

五、財産台帳の管理・保管をする。

　　２　各教会・礼拝堂は、教会委員から１名以上を管財担当委員に指定する。

（教区財産関係書類等の保管）

第5条 各教会・礼拝堂に所在する教区所有財産に関する不動産登記済証、登記簿謄本、公図写、測量図、建物平面図、その他重要証拠書類は、総務局において保管する。

　　２　第１項に挙げた教区財産関係書類の副本は、各教会・礼拝堂（管財担当委員）において保管する。

（財産台帳の作成）

第6条 教区及び各教会・礼拝堂は財産台帳を備えなければならない。

　　２　財産台帳には次の事項を記入する。

一、財産の区分（土地、建物、宝物等）

二、所在、家屋番号

三、地目、建物種類、構造

四、地籍、建物床面積

五、取得年月日、登記年月日

六、取得額または評価額

　　３　備品及びその他の財産は取得額または評価額が１０万円以上のものを記載する。

　　４　台帳に登録された財産に移動が生じたときは、直ちに台帳の記載事項を訂正する。

（補則）

第7条 この要領を変更しようとするときは、定期教区会の議を経なければならない。

付則

　１　この要領は第４６（定期）教区会の議決を経た日から施行する。

　２　この要領は第６８（定期）教区会の議決を経た日から施行する。

　３　この要領は第８２（定期）教区会の議決を経た日から施行する。

